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津軽三味線始祖 仁太坊とは・・・ 

本名秋元仁太郎は、 江戸末期の安政四年 

(1857) 7月 7日、金木村神原に貧しい船渡

しの子どもとして生まれました。 

生後間もなく母を失い、癒癒のため 8歳で失

明。 11歳でンこを失った。 天涯孤滴虫、生．きるイj奇

はなかった。残されたものは三味線。 上方から

流れてきた盲目の女三味線弾きから手ほどきを

受けるなど修行・に励み、芸事をして恵みをもら

う”ボ’サマ”になる。 そして、 ついに生きるため

の芸、 『叩き奏法』 を生み出した。 

21歳のころだった。 その手は当時の三味線

奏者に外道として蔑まれたが、 自由、独立、創

造、個性の奏法はやがて津軽一円に知れ渡り、 

多くの一盲目の少年たちが弟子入り した。 

そこから、1ニ太坊P十下‘、人：芸、嘉三頼の桃や名

手白川軍八郎らによって時代を超え、 地域を超

え世イミを超えて広力‘っていくのである。 
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津軽三味線の系譜 
神原の仁太坊（秋元仁太郎） 1857年～1928年 金木町神原 

喜之坊（古川喜之助） 慶応 3年～？ 平賀町 
赤坊 1880年～？ 平賀町 
亀坊 不明 平賀町 

木田林松栄（田中林次郎） 1911年～1979年 平賀町 
~ 福士政勝 1913年～ 尾上町 

山田千里 1931年～ 鯵ケ沢町 
長作坊（太田長作） 1875年～？ 中里町長泥 

梅田豊月（鈴木豊五郎） 1885年～1952年 鶴田町 

― 藤沢坊（戸田重次郎） 平内町藤沢 
高橋竹山 1910年へ司998年 平内町 

高橋栄三 1945年～ 

L 山本竹勇 
L
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高橋竹栄 

高橋竹善 
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「 高橋竹童 
l 高橋竹与（二代目竹山） 

寅坊（高松寅五郎） 中里町 
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楠美喜一郎 1904年 板柳町 
出崎坊（江良辰五郎） 1875年～？ 	 大篠和雄

長尾邦正 1902年～ 藻川木寸 」 
	嘉瀬の桃（黒川桃太郎） 1886年～1931年 金木町嘉瀬 

白川軍八郎 1909年～1962年 金木町 

三橋美智也 

今
日
、
津
軽
三
味
線
は
、
数
百
人
に

よ
る
合
同
演
奏
が
催
さ
れ
た
り
、
ジ
ャ

ズ
を
は
じ
め
世
界
の
楽
団
と
競
演
す
る

な
ど
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら

も
注
目
さ
れ
、
国
際
的
音
楽
、
芸
能
産

業
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
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し
、
 

津
軽
三
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線
が
明
治
時
代
に
こ
つ
然
と

現
れ
、
戦
後
に
津
軽
三
味
線
の
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が
定

着
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
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に
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す
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め
く

演
奏
者
が
顔
を
並
べ
、
全
国
で
も
有
数

の
大
会
に
成
長
し
ま
し
た
。
 

今
で
は
、
発
祥
の
地
と
し
て
津
軽
11
1
 

味
線
碑
や
津
軽
三
味
線
塚
を建
立
し
、
 

体
験
学
習
と
し
て
金
木
地
区
の
四
つ
の

小
中
学
校
で
津
軽
三
味
線
の授
業
を
行

い
後
継
者
の
育
成
に努
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
全
国
（
広
が
っ
て
い
ま

す
津
軽
三
味
線
の
弾
き
手
の
系
譜
を
た

ど
つ
て
い
き
ま
す
と
、
す
べ
て
の
弾
き

手
が
仁
太
坊
の
系
列
に
入
り
ま
す
0
・」
 

の
系
列
か
ら
外
れ
た
弾
き
手
は
た
だ
の

一
人
も
い
な
いの
で
す
。
 

た
と
え
c
D
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
習

得
し
、
師
匠
が
い
な
い
人
で
も
あ
っ
て

も
そ
e
三
味
線
の
源
は
仁
太
坊
三
味
線

な
の
で
す
。
 

,
 

叩
き
奏
法
と
弾
き
奏
法
 

仁
太
坊
が
あ
み
出
し
、
白
川
軍
八
郎

ら
が
奏
で
た
ク
叩
き
奏
法
ク
と
は
、
激

し
く
大
胆
な
旋
律
は
、
吹
き
つ
け
る
地

吹
雪
を
思
わ
せ
る
。
 

高
橋
竹
山
に
代
表
さ
れ
る
哀
愁
漂
う

繊
細
な
音
色
が
特
徴
の
ク
弾
き
奏
法
4
。
 

し
か
し
奏
者
が
少
な
い
。
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第

1
7回
津

軽

一
 

若
手
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
る
津

軽
三
味
線
全
日
本
金
木
大
会
が
五
月
四

日
と
五
日
に
金
木公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
を
記
念
し
開

催
さ
れ
る
大
会
に
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
の
鹿
児
島
ま
で
全
国
各
地
か
ら
三
百

五
十
人
あ
ま
り
の
弾
き
手
が
集
ま
り
個

人
・
団体
、
八
部
門
に
分
か
れ自
慢
の
 

一
昧線
〈
王
日
本
金
木
大
△
「
 

腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

初
日
は
、
個
人
小
学
生
・
中
高
生
・

熟
年
の
部
と
小
中
高
生
団
体
の
部
が
行

わ
れ
、
会
場
内
は
真
剣
に
弾
く
三
味
線

の
音
色
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

中
に
は
大
人
顔
負
け
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
ア
ピ
ー
ル
す
る
子
ど
も
も
い
て
盛
ん

に
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

終
了
後
、
参
加
者
は
津
軽
三
味
線
の
 

史
跡
め
ぐ
り
を
し
な
が

ら
仁
太
坊
ら
先
人
た
ち

を
供
養
し
花
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。
 

二
日
目
は
、会
場
に

大
勢
の
津
軽
三
味
線
フ

ア
ン
が
集
ま
り
注
目
の

個
人
一
般
の
部
A
級
が

行
わ
れ
、
長
崎
県
の
西

村
し
の
ぶ
さ
ん
が最
高

位
の
仁
太
坊
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
彼
女
は
、
 

一
昨年
は
中
高
生
の
部

優
勝
、
昨
年
は
一
般
B
 

級
優
勝
、
そ
し
て
今
回

の
仁
太
坊
賞
と
三
年
連

続
優
勝
の
快
挙
を
果た

し
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
 
敬
称呼
 

個
 
人
 

、範
馴
h
 

小
学
生
の
部
 

①
芹
沢
萌
々
果
（
静
岡県
）
②斎
藤
沙
希
（
弘
 

前
市
）
③
石
岡将
吾
（
同
）
 

中
高
生
の
部
 

①
武
田
佳
泉
（
愛
知
県）
②三
浦
幸
人
（
岩
手
 

県
）
③
岡
野哲
也
（
愛知
県
）
 

大
篠
賞
H

中
村
漢
美
香
（
静
岡
県
）
・
山
本
 

奈
央
子
（
福
岡
県
）
 

熟
年
の
部
 

①
柴
原
源
吾
（
富
山県
）
②
斎藤
重
男
（
東
京
 

都
）
③
中村
主
二
（
秋
田
県
）
 

大
篠
賞
H

中
西
久
治
（神
奈
川
県
）
 
・端
知
 

恵
子
（
石
川
県
）
 

一
般の
部
B
 

①
柴
田
愛
（
宮
城
県）
②
浅
井夏
美
（
青
森
市）
 

③
柴
田
佑
梨
（
宮
城
県
）
 

大
篠
賞
H

矢
野
大
樹
（
宮
崎
県
）
 ・
ケ
ビ
ン
 

メ
ッ
ツ

（
アメ
リ
カ
）
 

」
般の
部
A
 

仁
太
坊
賞
H

西
村
し
の
ぶ
（
長
崎
県）
②柴
田
 

雅
人
（
宮
城県
）
③
渋
谷幸
平
（
黒
石
市
）
 

大
篠
賞
H

藤
村
由
利
子
（
岩
手
県
）
 
・
山
本
 

大

（
東
京都
）
 

競
阿
い舞
鉢
覇
”
熱
競
範
「
熱
熱
麓

麟
 

小
中
高
生
の部
 

①
民
芸
衆
団
奏
鳴
曲
（
静
岡
県）
②
九州
女
子
 

高
校
津
軽
「
味線
部
（福
岡
県
）
男
略
ひ
（
弘
 

前
市
）
 

一
般
の部
B
 

①
柴
田
三
兄
弟
（宮
城
県
）
②
我
人
（
平賀
 

町
）
③
民
芸
衆
団奏
鳴
曲
（
静
岡
県）
 

一
般の
部
A
 

①
民
芸
衆
団
奏
鳴
曲
（
静
岡
県）
 
②
津
軽
一
1
1
 

味
線
明
宏
会
（
石川
県
）
③
弾
・
楽
絃
会
（
岩
 

手
県
）
 

特
別
賞
 

白
川
軍
ハ
郎
賞
H

下
井
倉
誠
（
鹿
児
島
県）
 

黒
川
桃
太
郎
賞
H

鍋
谷
東
輝
（
富
山
県
）
 

お
め
でと
う
ご
ざ
い
ま
す
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金
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し
た
。
 

初
日
は
、
個
人
小
学
生
・
中
高
生
・

熟
年
の
部
と
小
中
高
生
団
体
の
部
が
行

わ
れ
、
会
場
内
は
真
剣
に
弾
く
三
味
線

の
音
色
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

中
に
は
大
人
顔
負
け
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
ア
ピ
ー
ル
す
る
子
ど
も
も
い
て
盛
ん

に
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

終
了
後
、
参
加
者
は
津
軽
三
味
線
の
 

史
跡
め
ぐ
り
を
し
な
が

ら
仁
太
坊
ら
先
人
た
ち

を
供
養
し
花
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。
 

二
日
目
は
、会
場
に

大
勢
の
津
軽
三
味
線
フ

ア
ン
が
集
ま
り
注
目
の

個
人
一
般
の
部
A
級
が

行
わ
れ
、
長
崎
県
の
西

村
し
の
ぶ
さ
ん
が最
高

位
の
仁
太
坊
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
彼
女
は
、
 

一
昨年
は
中
高
生
の
部

優
勝
、
昨
年
は
一
般
B
 

級
優
勝
、
そ
し
て
今
回

の
仁
太
坊
賞
と
三
年
連

続
優
勝
の
快
挙
を
果た

し
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
 
敬
称呼
 

個
 
人
 

、範
馴
h
 

小
学
生
の
部
 

①
芹
沢
萌
々
果
（
静
岡県
）
②斎
藤
沙
希
（
弘
 

前
市
）
③
石
岡将
吾
（
同
）
 

中
高
生
の
部
 

①
武
田
佳
泉
（
愛
知
県）
②三
浦
幸
人
（
岩
手
 

県
）
③
岡
野哲
也
（
愛知
県
）
 

大
篠
賞
H

中
村
漢
美
香
（
静
岡
県
）
・
山
本
 

奈
央
子
（
福
岡
県
）
 

熟
年
の
部
 

①
柴
原
源
吾
（
富
山県
）
②
斎藤
重
男
（
東
京
 

都
）
③
中村
主
二
（
秋
田
県
）
 

大
篠
賞
H

中
西
久
治
（神
奈
川
県
）
 
・端
知
 

恵
子
（
石
川
県
）
 

一
般の
部
B
 

①
柴
田
愛
（
宮
城
県）
②
浅
井夏
美
（
青
森
市）
 

③
柴
田
佑
梨
（
宮
城
県
）
 

大
篠
賞
H

矢
野
大
樹
（
宮
崎
県
）
 ・
ケ
ビ
ン
 

メ
ッ
ツ

（
アメ
リ
カ
）
 

」
般の
部
A
 

仁
太
坊
賞
H

西
村
し
の
ぶ
（
長
崎
県）
②柴
田
 

雅
人
（
宮
城県
）
③
渋
谷幸
平
（
黒
石
市
）
 

大
篠
賞
H

藤
村
由
利
子
（
岩
手
県
）
 
・
山
本
 

大

（
東
京都
）
 

競
阿
い舞
鉢
覇
”
熱
競
範
「
熱
熱
麓

麟
 

小
中
高
生
の部
 

①
民
芸
衆
団
奏
鳴
曲
（
静
岡
県）
②
九州
女
子
 

高
校
津
軽
「
味線
部
（福
岡
県
）
男
略
ひ
（
弘
 

前
市
）
 

一
般
の部
B
 

①
柴
田
三
兄
弟
（宮
城
県
）
②
我
人
（
平賀
 

町
）
③
民
芸
衆
団奏
鳴
曲
（
静
岡
県）
 

一
般の
部
A
 

①
民
芸
衆
団
奏
鳴
曲
（
静
岡
県）
 
②
津
軽
一
1
1
 

味
線
明
宏
会
（
石川
県
）
③
弾
・
楽
絃
会
（
岩
 

手
県
）
 

特
別
賞
 

白
川
軍
ハ
郎
賞
H

下
井
倉
誠
（
鹿
児
島
県）
 

黒
川
桃
太
郎
賞
H

鍋
谷
東
輝
（
富
山
県
）
 

お
め
でと
う
ご
ざ
い
ま
す
 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 17年5月 15日 4 

'
 

、
 



■入館料 
	

※団体割引は 20名様以上 

一 	 ； 

. 入館料 

種 個 	人 'i 	体 

ー般（高校生以上） 300 円 250円 

小・中学生 200 円 150 円 

共 通 券（津車 呈三味線会館入館料＋ 斜陽館入館料） 

種 	別 個 	人 団 	体 

― 	般 700円 600 円 

高・大学生 500 円 400 円 

小・中学生 300円 200円 

ー

細
 

が
わ
か
り
ま
す
 

展
示
室
で
は
津
軽
三
味
線
の
始
祖

で
あ
る
仁
太
坊
・
津
軽
三
味
線
の
基
礎

を
築
い
た
嘉
瀬
の
桃
・
仁
太
坊
の
最
後

の
弟
子
の
白
川
軍
八
郎
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

馴

」
馴
生

演
奏
 

を
堪
能
で
き
ま
す
 

会
館
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
生

の
三
味
線
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
津
軽
三
味
線
長
谷
川
三
絃
会
・

ま
ん
じ
会
・
福
士
三
絃
会
の
三
会
派
が

交
互
に
演
奏
し
て
い
て
、
津
軽
弁
で
1
11
 

味
線
の
名
称
、
津
軽
式
手
拍
子
の
打
ち

方
、
今
に
い
た
る
ま
で
の
厳
し
い
修
行

に
つ
い
て
の
話
も
あり
な
ぜ
か
ホ
ッ
と

さ
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

津
軽
あ
い
ゃ
節
、
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
 

体
験
が
で
き
ま
す
 

二
味
線
の
歴
史
、
生
演
奏
を
聞
い
て

感
動
し
た
後
は
三
味
線
に
触
れ
て
み
ま
 

津
警
一
兎
鶴多
●
罵
知
勿
勢
、
あ
栃ま
せ
んか
具
 

ー
津
軽
三
昧
線
会
館
へ
ど
ー
つ
ぞー

 

津
軽
三
味
線
会
館
は
、
 「
津
軽1
1一
味
 
節
、
津
軽
よ
さ
れ
節
等
、
津
軽
の
代
表

線
発
祥
の
地
」
金
木
に
、
津
軽
三
味
線
 
的
な
曲
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仁

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
 
太

坊
が
編
み
出
し
た
叩
き
奏
法
は
や
は

と
作
家
・
太
宰
治
の
生
家
で
知
ら
れ
る
 
り
聞

く
人
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
ね
。
 

溝
務
淳
滴
洋
成
十二
年
四覇
勤
瓢

の
剃
 

月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

し
ょ
う
。
バ
チ
の
握
り
方
か
ら
音
の
出

し
方
ま
で
を
個
別
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
 

個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
受
付
し
ま
す
。
 

予
約
が
必
要
で
す
。
 

（
講習
料
 
一
回
 
五
千
円
）
 

■多目的ホール催しご案内※都合により、変更する場合がございます 

時 	間 時 	間 

10 : 00~ 10 : 30 
観
半
  

9:30- 	9:45 
一
一
味
 

※上記演奏時問は 4 月～ 11 月まで 10 : 35 へ- 10 : 50 ' 
11: 00~ 11 : 30 ？

ビ
 
 

11 : 35~ 11 : 50 
線 13: 30 - 	14 : 00 デ

オ
」
 
 

12 : 20 - 12 : 35 
演 14 : 30 - 	15 】 00 13 :00-13 : 15 

奏
  

」
映
 
 

14 :05 - 	14 :20 
15 :10~ 15 : 25 
16 :00 - 16 :15 

■営業時間ノ9 】 00- 17:00 
■休館日／年末年始（12月29日～ 1月3日） 

■お問い合せノ〒 037-0202 青森県五所川原市金木町朝日山 189-3 
合 0173(54)1 616 FAXO1 73(54)1023 
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一
 

「
藤
馴

鳳
智

を
堪
能
で
き
ま
す
 

会
館
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
生

の
三
味
線
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
津
軽
三
味
線
長
谷
川
三
絃
会
・

ま
ん
じ
会
・
福
士
三
絃
会
e
三
会
派
が

交
互
に
演
奏
し
て
い
て
、
津
軽
弁
で
1
1一

味
線
の
名
称
、
津
軽
式
手
拍
子
の
打
ち

方
、
今
に
い
た
る
ま
で
の
厳
し
い
修
行

に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
な
ぜか
ホ
ッ
と

さ
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

津
軽
あ
い
ゃ
節
、
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
 

一
 

津
軽
三
味
線
会
館
は
、
 「
津軽
三
味

線
発
祥
の
地
」
金
木
に
、
津
軽
三
味
線

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
作
家
・
太
宰
治
の
生
家
で
知
ら
れ
る

斜
陽
館
の
向
か
い
側
に
平
成
十
二
年
四

月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

節
、
津
軽
よ
さ
れ
節
等
、
津
軽
の
代
表

的
な
曲
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仁

太
坊
が
編
み
出
し
た
叩
き
奏
法
は
や
は

り
聞
く
人
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
ね
。
 

剥
軽
罰
馴
弘
 

体
験
が
で
き
ま
す
 

二
味
線
の
歴
史
、
生
演
奏
を
聞
い
て

感
動
し
た
後
は
三
味
線
に
触
れ
て
み
ま
 

津
讐
屍
警

も
g知
り
勢
あ
勿
憲
畿
羽
 

ー
津
軽
三
昧
線
会
館
へ
ど

ー
つ
ぞー

 

が
わ
か
り
ま
す
 

展
示
室
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津
軽
三
味
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始
祖
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る
仁
太
坊
・
津
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三
味
線
の
基
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築
い
た
嘉
瀬
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桃
・
仁
太
坊
の
最
後

の
弟
子
の
白
川
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八
郎
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
0
 

し
ょ
う
。
バ
チ
の
握
り
方
か
ら
音
の
出

し
方
ま
で
を
個
別
に
教
え
て
く
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す
。
 

個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
受
付
し
ま
す
。
 

予
約
が
必
要
で
す
。
 

（
講習
料
 
一
回
 
五
千
円
）
 

■多目的ホール催しご案内※都合により、変更する場合がございます。 

時 	間 時 間 

10 : 00 - 	10: 30 ~ 9:3O -- 	9:45 
※上記演奏時問は 4月～ 11月まで 

観
光
  

10 : 35 - 	10 :50 ' 
昧 11 : 00 - 11 : 30 ？

ビ
 
 

11 : 35 - 	11 : 50 
線 13 : 30 - 	14 : 00 ぞ 12 : 20 - 	12 : 35 
演 14: 30 - 	15 : 00 オ

」
  

13 :00 - 	13 :15 
奉 」

映
 
 

14 : 05 ~ 14 : 20 
15 : 10 - 15 :25 
16 :00 - 	16 :15 

津軽三味線会館 

■営業時間ノ9 : 00 - 17 : 00 
■休館日ノ年末年始（12月29日～1月3日） 

●お問い合せノ〒 037-0202青森県五所川原市金木町朝日山 189B 
合 0173(54)1 616 FAXO173(54)1023 

5 平成 17年 5 月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 

※団体割引は 20 名様以上 

津軽三味線会館入館料 

種 個 	人 団 	体 

―般（高校生以上） 300 円 250 円 

小・中学生 200円 150円 

共 通 券（津車 呈三味線会館入館料＋ 斜陽館入館料） 

種 個 	人 団 	体 

ー 	般 700円 600 円 

高・大学生 500 円 400 円 

小・中学生 300 円 200 円 



香
し
い
緯の
花
蟻ぞ
横
の
下
欧
色
 

ご
し
ょが
わ
ら梅
ま
つ
り
加
一
 

本
年
の
春
の
褒
章
と
叙
勲
が
発
表
さ

れ
、
当
市
か
ら
藍
綬
褒
章
を
市
議
会
議

員
の
前
田
清
勝
氏
、
叙
勲
は
旭
日
双
光

章
を
元
市
浦
村
議
会
議
員
の
木
村
清
左

衛
門
氏
、
元
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
の
中
谷
惣
四
郎
氏
、
旭
日
単

光
章
を
東
北
郵
便
切
手
販
売
協
会
理
事

の
二
戸
千
代
三
郎
氏
、
瑞
宝
単
光
章
を
 

藍
綬
褒

章
 

元
金
木
町
消
防
団
分
団
長
の
鳴
海
楽
氏

が
、
ま
た
、
春
の
叙
勲
に
先
立
ち
高
齢

者
叙
勲
と
し
て
旭
日
単
光
章
を
元
金
木

町
議
会
議
員
の
木
村
不
二
男
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績

を
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

旭
日

単
光

章
 

鍵
難響
 

瑞
宝
単
光

章
 

旭
日

単
光
章
 

‘ 鷲鶏撫(88) 

四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
、
 

長
橋
地
区
住
民
協
議
会
（
土
岐
春
夫
会

長
）
主
催
の
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り

が
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
行
楽
客
が
白
梅
・
紅

梅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

津
軽
平
野
に
岩
木
山
を
く
っ
き
り
と

眺
望
で
き
る
園
内
に
は
、
十
五
種
類
、
 

約
二
千
本
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
、
香

し
い
梅
の
花
咲
く
枝
の
下
、
弁
当

を
広
げ
春
を
楽
し
む
家
族
連
れ
が
 
 

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

土
岐
会
長
は
、
平
成
十
三
年
に
復
活

さ
せ
今
年
で
五
年
目
と
な
る
ま
つ
り
運

営
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
 

「
咲き
誇
る
梅
の
花
、
催
さ
れ
る
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
、
来
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
心
を
癒
し
、
明
日
の
活
力
と
な

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

雨
の
日
も
大ぐ
菱
 

、
交
通
安
全
母
の
会
 

市
浦
支
部
が
傘
を
寄
贈
 

四
月
十
五
日
、
市
浦
小
学
校
に
お
い

て
今
年
四
月
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
新

一
年
生
に
、
黄
色
い
傘
が
交
通
安
全
母

の
会
市
浦
支
部
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
市
浦
小
学
校
を
訪
れ
た
母
の
会

会
長
の
斉
藤
恵
美
子
さ
ん
等
交
新
一

年
生
十
六
人
一
人
ひ
と
り
に
傘
を
手
渡

し
ま
し
た
。
斉
藤
会
長
は

「
雨
が
降
っ

た
日
は
、
雨
が
っ
ぱ
を
着
た
り
、
傘
を

持
っ
た
り
し
、
前
や
後
ろ
か
ら
来
た
車

が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
受
け
取
り
、
 

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
楽
し
く
通
学
す
る

こ
と
を
約
東
し
て
い
ま
し
た
。
 

轟

鯵
功
績
に
瀞の
瑠
翠
 り
紐
勲
 

前田清勝氏（63) 
（市議会議員） 

中谷惣四郎氏（71) 木村清左衛門氏（82) 

（元県共済農業協同組合 	（元市浦村議会議員） 
連合会理事） 

一戸千代三郎氏（73) 

（東北郵便切手販売協会理事） 

鳴海 築氏（73) 

（元金木町消防団分団長） 

ま
つ
り
が
開
幕
し
た
四
月
二
十

六
日
、
暖
か
な
春
の
日
差
し
の

下
、
開
花
し
た
白

・
紅
梅
を
眺

め
散
策
す
る
親
子
連
れ
（
右
）
と

獅
子
舞
を
楽
し
む
介
護
施
設
入

所
者
の
皆
さ
ん
（
上）
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火
災
初
期
消
火

の
一
助
に
 

ー

ー
、l
 

灘
識

告
勲
学

ぶ
持
子
沢
地
区
 

四
月
二
十
四
日
、
持
子
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で
地
区
住
民

二
十
五
名
が
参
加
し
、
消
火
器
を
使
っ
た
火
災
の
初
期
消
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
事
前
に
各
家
庭
の
消
火
器
を
確
認
し
、
耐
用
年
数

が
過
ぎ
た
も
の
を
持
参
し
て
新
品
を
購
入
す
る
な
ど
、
自
家
の
備
え
も
し

て
い
ま
し
た
。
同
消
防
セ
ン
タ
ー
の
防
火
管
理
者
で
訓
練
の
参
加
を
呼
び

か
け
た
三
上
行
紀
さ
ん
は
、
 「
火を
出
さ
な
い
の
が
一
番
です
が
、
万
一
 

の
際
、
今
日
の
訓
練
が
初

期
消
火
の
一
助
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

講
師
と
し
て
招
い
た
五
所
川
原
消

防
署
東
分
署
の
小
野
勉
分
署
長
か

ら
、
防
火
の
大
切
さ
、
消
火
器
の

機
能
、
設
置
場
所
や
使
い
方
につ

い
て
説
明
（
右
）
を
受
け
た
後
、
 

実
際
に
消
火
器
を
使
って
初
期
消

火
訓
練
を
体
験
（
下
）
。
 

き
れ
い
芯
岩

木
川
原
を

取
り
戻
そ
ーつ
 

ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
グ

ル
ー
プ

が
清
掃
‘
 

四
月
二
十
三
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
総
勢
約

一
一
十
五名
（
駅
前
交
番

・
五
所
川
原
地
区
女
性
消
防
団

・

五
所
川
原
管
工
事
組
合
青
年
部
）
が
岩
木
川
原
に
繰
り

出
し
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
四
月

八
日
5
九
日
の
河
川
増
水
で
川
原
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

流
木
・
木
く
ず
・
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
を
拾
い

「
き
れ

い
な
岩
木
川
原
を
取
り
戻
そ
う
」
と
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。
一
行
は小
雨
の
降
る
寒
い
中
、
あ
た
り
一
面
の
 

）」
み
を根
気
強
く
丁
寧
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
 「
き
れい
に
し
て
グ
ラ
ン
ド
で
野
球
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
 
「
散歩
コ

ー
ス
な
の
で
ご
み

の
な
い
川
原
を
歩
い
て
欲
し
い
で
す
」
 「
き
れい
に
な

っ
た
川
原
を
見
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
 

⑨
長
橋
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィセ
ン
タ
ー
へ

〇
市
畳
組
合
（
松
本
勝
義
組
合
長
）
 

八
名
H
奉
仕
（
畳
の
表
替
え
）
。
 

⑨
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
小
山
内
修
導

（
願昌
寺
）
H
訪
問
 

（
無縁
仏
の
法
要
・
法
話）
。
 

〇
N
T
T
演
劇
サ

ー
ク
ル
クば
っ
け
・

の
会
（
川
崎
肇
代
表
）
H
訪
問

・

寄
贈
（
津
軽
弁
の
演
劇
・
お
菓
子

詰
め
合
わ
せ
六
十
個
）
。
 

〇
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
おひ
さ
ま
（加

福
千
鶴
子
代
表
）
H
訪
問

（物
語

朗
読
・
歌）
。
 

〇
中
村
恵
美
子

（
ー
ッ
谷）
H
寄
贈
 

（
ジ
ュー
ス
ク
ー
ラ
ー
ー
台
・
ェ
ア

コ
ン
ー
台）
。
 

、
ど
う
も
あ
り
か
とー
つ
ごさい
き
し
た

、
 

〇
天
理
教
青
森
教
区
西
北
第
一
支
部
 

（
田中
道
弘
支
部
長
）
H
訪
問

（
施

設
内
清
掃
）
。
 

〇
天
理
教
東
松
島分
教
会
青
空
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

（小
野
興
道
代
表
）
H
 

（施
設
内
清
掃
）
。
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
美
し
い
き
も
の
京
染
み
つ
わ
（
中

嶋
美
津
子
代
表
）
H
五
万
円
（
3
0
 

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

〇
く
れ
な
い
曾
（
金
森
春
樹
事
務
局

長
）
H

一
万
八千
五
十
円

（
文化

展
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
（
伊
藤
陽

司
代
表取
締
得
柱
長
）
」
寄
贈
（
絵

画
・
関
口正
男
「
菊
華
」
）
。
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火
災
初
期
消
火

の
一
助
に
 

ー

ー
、l
 

灘
識

告
勲
学

ぶ
持
子
沢
地
区
 

四
月
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四
日
、
持
子
沢
コ
ミ
ュ
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テ
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セ
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タ
ー
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二
十
五
名
が
参
加
し
、
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火
器
を
使
っ
た
火
災
の
初
期
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訓
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が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
事
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各
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庭
の
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火
器
を
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し
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が
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ぎ
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の
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持
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て
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ど
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タ
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防
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け
た
三
上
行
紀
さ
ん
は
、
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一
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万
一
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際
、
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初

期
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火
の
一
助
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な
っ
て

く
れ
れ
ば
」
と
話
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て
い

ま
し
た
。
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五
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川
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野
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右
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。
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取
り
戻
そ
ーつ
 

ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
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グ
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仕
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。
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が
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い
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。
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台
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。
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県
税
の
ロ
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

五
所
川
原
県
税
事務
所
総
務
課
 

合
（
3
4)2
1
1
1
 内線
2
o
3
5
2
口
5
 

県
で
は
個
人
事
業
税
、
法
人
県
民
税
・

法
人
事
業
税
、
自
動
車
税
の
ロ
座
振
替

の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

込
用
紙
は
取
扱
金
融
機
関
・
県税
事
務

所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、納
税
者

本
人
名
義
の
通
帳
と
預
金
届
出
印
を
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
自
動
車
税
平
成
1
7年
度
分
の

申
込
期
限
は
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
口

座
振
替
で
の
納
税
は
平
成
1
8年
度
分
か

ら
と
な
り
ま
す
。
 

h
t
tpミ
量
毛

‘p
re
f・a
o
m
o
r
i
・
も
、z
e
l
m

u、
 

青
森
地
方
裁
判
所
五
所
川
原
支
部
 

庶
務
係
 

公
（3
4)2
9
2
7
 

5
月
の
憲
法
記
念
日
（5
月
3
日
）
 

に
ち
な
み
、
普
段
は
あ
ま
り
見
る
機
会

の
な
い
裁
判
所
施
設
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
2
3日
囲
 
1
3時

ー
1
6時
 

青
森
地
方
・
家
庭
裁判
所
五
所
川
原

支
部
 
五
所
川
原
簡
易
裁
判
所
 

◇
内
容
 
法
廷
‘調
停
室
等
の
一
般
公

開

（1
3時

5
1
6時
）
、
債
務
整
理
の

各
種
手
続
き
概
要
説
明
（
1
3時
3
0分
 

5
1
4時
）
、
説
明
会
（
検
察
審
査
会

に
つ
い
て
1
4時

5
1
5時
、
裁
判
員
制

度
に
つ
い
て
1
5時

5
1
6時
）
 

道
路
・
歩道
の
畿
一
駐車
は
や
め
ま
し
よう
 

道
路
及
び
歩
道
で
の
自
転
車
駐
輪
は
、車
両
や
歩
行
者
の
通行
の
妨
げ
と
な
り

大
変
危
険
で
す
。
自
転
車
の
駐
輪
は
新生
大
橋
下
の
駐
車
場
を
ご利
用
く
だ
さ
い
。
 8
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五
所
川
原
市

中
央
公
民
館
 

JR 

五所川原 

駅 

緩 
（歩道） 

駅前通り 

（歩道） 

邸 五所川原市指定駐輪場 

「~  道路・歩道駐輪違反多発区域 

可

浦
村
史第
三
巻
販
売
中
 

5
月
打
知
ら
均
 

戦
没
者
等
の
 

ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ
 

5
特
別
弔
慰
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
5
 

市
民
課
 
内
線
2
o
8
 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
1
7年
4
月
1
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
、
第
8
回
特
別

弔
慰
金
と
し
て
額
面
4
0万
円
、
1
0年

償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

※
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。
 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
 

②
戦
没
者
等
の
子
 

⑧
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父

母
、
④
兄
弟
姉
妹
 

④
右
記
3
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
 

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹
 

⑤
右
記
①
か
ら
④
以
外
ご
遺
族
で
、
 

戦
没
者
等
に
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
三
親
等
内
の
親
族
 

◇
請
求
窓
口
 
市
民
課

（市
民
係
）
、
 

金
木
総
合
支
所
、
市
浦
総
合
支
所
 

市
浦
村
史
第
三
巻

「
近
世
の農
林

水
産
業
・
十
三
湊
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
近
世
ー
明
治
維
新
期
の
産
業
や
十

三
湊
の
役
割
を
中
心
に
編
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
めく
だ
さ
い
。
 

●
A
5
変
形
版
 
8
0
8
ペ
ー
ジ

価
格
 
5
0
0
0円
（
税
込
）
 

学
生
の
み
な
さ
ん
 

ご
存
知
で
す
か
？
 

5
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
5
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

学
生
の
方
は
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
 

（
学生
納
付
特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
制
度
の
概
要
 

学
生
の
方
は
ほと
ん
ど
の
場
合
、
所

得
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
本
人
が
納
め
る
こ
と
が
困
難

で
す
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
と
し
た
制
度
で
す
。
 

ま
た
、
障
害
や
死
亡
と
い
った
不
慮

の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
e
前
々

月
以
前
に
1
年
間
に
未
納
が
あ
る
と
障

害
・
遺
族基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の

承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
未
納
 
 の

扱
い
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
万
一
の
時

に
も
安
心
で
す
。
 

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資格
要
件
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映さ
れ
ま
せ

ん
。
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
た
だ
し
、2
年
以
上
経
過
後
は
保
険

料
に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
。
）
 

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
 

①
年
金
手
帳
 ②
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
（
コ
ピー
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
 

③
印
鑑
（
認
印
で可
）
④
前
年
（
平
成
 

1
6年
中
）
の
所
得
があ
る
方
は
、
失
業

や
前
年
所
得
な
ど
の
証
明
が
必
要
 

《
ご注
意
ー
》
学
生
納
付
特
例
制
度
は

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

交
通
遺
児
育
英
制
度
 

平
成
1
7年
度
奨
学
生
募集
中
 

財
団
法
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交
通
遺
児
育
英
会
 

B
o
3
(3
5
5
6
)o
7
7
3
 

乙
多
千
ル
 O
l
20
1
5
21
2
8
6
 

交
通
遺
児
の
高
等
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校
・
大
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等
へ

の
進
《言
支
援
す
る
奨
学
杢」
（
無利
子
）
 

を
貸
与
す
る
制
度
で
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
保
護
者
等
が
自
動
車
・

踏
切
・
道
路
に
お
け
る
交
通
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故
で
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亡
し
た
り
、
著
し
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後
遺
障
害
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働
け
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新生
大
橋
下
の
駐
車
場
を
ご利
用
く
だ
さ
い
。
 8

 
五所川原市役所 合35- 2111 平成 17年 5 月 15日 

五所川原市駐輪場案内図 

駐輸マナ・・を守り
美しいまちづくり 

」
一
 

五
所
川
原
市

中
央
公
民
館
 

JR 

五所川原 

駅 

緩 
（歩道） 

駅前通り 

（歩道） 

邸 五所川原市指定駐輪場 

「~  道路・歩道駐輪違反多発区域 

可

浦
村
史第
三
巻
販
売
中
 

5
月
打
知
ら
均
 

戦
没
者
等
の
 

ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ
 

5
特
別
弔
慰
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
5
 

市
民
課
 
内
線
2
o
8
 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
1
7年
4
月
1
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
、
第
8
回
特
別

弔
慰
金
と
し
て
額
面
4
0万
円
、
1
0年

償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

※
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。
 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
 

②
戦
没
者
等
の
子
 

⑧
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父

母
、
④
兄
弟
姉
妹
 

④
右
記
3
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
 

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹
 

⑤
右
記
①
か
ら
④
以
外
ご
遺
族
で
、
 

戦
没
者
等
に
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
三
親
等
内
の
親
族
 

◇
請
求
窓
口
 
市
民
課

（市
民
係
）
、
 

金
木
総
合
支
所
、
市
浦
総
合
支
所
 

市
浦
村
史
第
三
巻

「
近
世
の農
林

水
産
業
・
十
三
湊
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
近
世
ー
明
治
維
新
期
の
産
業
や
十

三
湊
の
役
割
を
中
心
に
編
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
めく
だ
さ
い
。
 

●
A
5
変
形
版
 
8
0
8
ペ
ー
ジ

価
格
 
5
0
0
0円
（
税
込
）
 

学
生
の
み
な
さ
ん
 

ご
存
知
で
す
か
？
 

5
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
5
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

学
生
の
方
は
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
 

（
学生
納
付
特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
制
度
の
概
要
 

学
生
の
方
は
ほと
ん
ど
の
場
合
、
所

得
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
本
人
が
納
め
る
こ
と
が
困
難

で
す
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
と
し
た
制
度
で
す
。
 

ま
た
、
障
害
や
死
亡
と
い
った
不
慮

の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
e
前
々

月
以
前
に
1
年
間
に
未
納
が
あ
る
と
障

害
・
遺
族基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の

承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
未
納
 
 の

扱
い
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
万
一
の
時

に
も
安
心
で
す
。
 

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資格
要
件
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映さ
れ
ま
せ

ん
。
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
た
だ
し
、2
年
以
上
経
過
後
は
保
険

料
に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
。
）
 

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
 

①
年
金
手
帳
 ②
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
（
コ
ピー
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
 

③
印
鑑
（
認
印
で可
）
④
前
年
（
平
成
 

1
6年
中
）
の
所
得
があ
る
方
は
、
失
業

や
前
年
所
得
な
ど
の
証
明
が
必
要
 

《
ご注
意
ー
》
学
生
納
付
特
例
制
度
は

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

交
通
遺
児
育
英
制
度
 

平
成
1
7年
度
奨
学
生
募集
中
 

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
 

B
o
3
(3
5
5
6
)o
7
7
3
 

乙
多
千
ル
 O
l
20
1
5
21
2
8
6
 

交
通
遺
児
の
高
等
学
校
・
大
学
等
へ

の
進
《言
支
援
す
る
奨
学
杢」
（
無利
子
）
 

を
貸
与
す
る
制
度
で
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
保
護
者
等
が
自
動
車
・

踏
切
・
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
で

死
亡
し
た
り
、
著
し
い
後
遺
障
害
で

働
け
ず
経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
生

徒
・
学
生
（
申
込
時
2
9歳
ま
で
）
 

'
 



第
6
回
 
鯵
ケ
沢
会
 

「
親
睦の
集
い
」
開
催
 

事
務
局
合
（
糾
）3
8
1
2
 北
浦
 

鯵
ケ
沢
出
身
の
五
所
川
原
市
在
住
者
 

あ
な

た
も
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

ー
・
 

会

員
募
集
中
 

合
（距
）0
3
4
3
 
佐
々
木
 

に
よ
る
鯵
ケ
沢
会
親
睦
の
集
い
を
開催
 
●
毎
週
水
曜
日
 
1
9時

ー
2
1時
 

し
ま
す
。
旧
金
木
町
、
旧
市
浦
村
に
お
 
五

所
川
原
第
一
中学
校
体
育
館
 

住
ま
い
の
方
や
案
内
が
届
い
て
い
な
い
 
◇
対
象
 
経
験
者
で
既
婚
女
性
に
限
り
 

方
で
も
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
 

ま
す
。
独
身
女
性
は
3
5歳
以
上
の
方
。
 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◇
会
費
 
月
1
0
0
0円
 

「命
屍
サ
 
ロ 

ン
 

町
 

増
田
病
院
 

④
 

ri 

瓦
副
J
 

市
陰
 

に
ロ

一
入
 

《工事区間ノ 

JJ  市役‘ 
署 

盟
「
富
生
町
 

寺
町
 

立
侵
武
多
運
行
コ
ー
ス

延
長
に
伴
～っ
電
線
工
事

の
お
知
ら
せ
 

商
工
観
光
課
 内
線
3
8
2
 

立
伎
武
多
運
行
コ

ー
ス
延
長
に
伴
い
、
 

寺
町

5
柳
町
間
の
電
柱
等
の
移
転
工
事

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
工
事

が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
周
辺
付
近
の

住
民
の
方
や
道
路
を
利
用
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

◇
工
事
場
所
 

柳
町
3
1
1
5寺
町
1
01
3
 

柳
町
2
1
2
5寺
町
1
31
1
 

◇
工
事
期
間
 

5
月
中
旬
頃
5
7
月
中
旬
ま
で
 

消
防
本

部
か

ら

お

知
ら

せ
 

予
防
課
 
合
（3
5)2
0
1
9
 

内
線
 
2
2・
2
3
 

危
険

物
取

扱
者
保
安
講
習
 

危
険
物
取
扱
者
免
状
所
有
者
で
、
現
に

危
険
物
施
設
（
ガソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド等
）
 

に
従
事
し
て
い
る
方
が
3
年
に
1
回
受

講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
講
習
で
す
。
 

●

6
月
2
9日
困
 

・

給
油
取
扱
所
関
係
…
9
時
3
0分

5
1
2
 

時
3
0分
 

・

一
般
取
扱所
関
係
…
1
4時

5
1
7時

◇
会
場
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
受
付
期
間
 
6
月
1
日
困

ー
1
7日
岡

※
受
講
申
請
書
等
は
、
消
防
本
部
ま
た

は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

火 災・救急ltj動概況 
五所JI原i h 4月の火災、救急、救助出動件数（単位件） 

火 救 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成17年 7 18 168 684 5 17 
平成16年 2 13 162 654 2 12 
比 	較 5 5 6 30 3 5 
統―標語 火は消 iした？いっも心にきいでふて 

問i 合せノ五所」~原地区消， 方事務組合消防本部 	雪35-2O19（内線 25) 

●

6
月
1
1日
田
 
1
3時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

◇
会
費
 
1
人
 
5
o
o
o円

夫
婦
 
9
0
0
0
円
 

「
一
緒
に
ピ
ン
ポ
ン
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

会
員
募

集
中
 

五
所
川
原
市
卓
球
愛
好
会
 

合
（あ
）8
2
9
2
 
栄
利
 

卓
球

（硬
式

・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）
の
 

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
3
0歳
代
 

か
ら
8
0歳
代
の
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
 

①
趣
味
と
健
康
 

②
体
力
と
技
術
の
向
上
 

③
各
種
大
会
参加
 

な
ど
を
め
ざ
し
て
プ
レ
ー
し
、
親
睦

・
 

交
流
を
は
か
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

●

毎
週
火
・
木
曜日
 
9
時

5
1
2時
 

市
民
体
育
館
 

イ
◇
会
費
 
月
7
0
0
円
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

五
所
川
原
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

容
（2
2)3
1
7
o
 川
村
 

●

毎
週
月
曜
日
 
1
9時

5
2
1時
 

松
島
小
学
校
体
育
館
 

◇
対
象
 
小
学
生
 

※
参
加
無
料
。
見
学
自
由
。
ラ
ケ
ッ
ト
 

の
あ
る
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

」
各
種
技
能
講

習
会
 

（社
）西
北
労
働
基
準
協
会
 

容
（3
5)6
3
3
6
 

⑨
玉
 
掛
 

つ
り
上
げ荷
重
1
ブ
以
上
の
玉
掛
業
務
 

●

6
月
7
日
因
5
9
日
困
 

(
3日
間
）
 
9
時

5
1
7時
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
 

性
の
方
歓
迎
）
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
2
日
困
か
定
員
8
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 
 

⑥
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

つ
り
上
げ荷
重
1
ブ
以
上
5
ブ
未
満
の
 

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
 

●

6
月
2
1日
因
ー
2
3日
困
 

(3
日
間
）
 
9
時

5
1
7時
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方

（
女
 

性
の
方
歓
迎
）
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
1
6日
困
か
定
員
8
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

※
講
習
会
場
、
受
講
一
部免
除
者
、
受
 

講
料
な
ど
詳
細
は
西
北
労
働
基
準
協
 

会
（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 ×

 

働
く
婦
人の
家
生
活
講
座
 

「
煎
茶」
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の家
 
容
（3
5)8
8
9
8
 

煎
茶
作
法
、
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ方
。
 

●

5
月
2
0日
岡
・
2
7日
岡
 

1
3時
3
0分

5
1
5時
3
0分
 
定
員
1
0名
 

◇
講
師
 
渋
谷
正
子
さ
ん
 

※
材
料
費
自
己
負
担
。
要
事
前
申
込
み
。
 

春
の

行
政

相
談

週
間
 

総
務
省
青森
行
政
評価
事
務
所行
政
相
談
課
 

容
0
1
7
(7
3
5
)1
1
0
0
 

5
月
1
6日
囲
か
ら
2
2日
同
ま
で
の

一
週間
は

「春
の
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。
行
政
相
談
は
青
森
行
政
評
価
事
務

所
で
常
時
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
行

政
相
談
委
員
（
県
内
に
8
4名
配
置
）
も
 

、
 

×
 公
民
館
等
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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あ
な
た
も
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
を

し
て
み

ま
せ
ん
か

ー
・
 

会
員
募

集
中
 

公
（あ
）
o
3
4
3
 
 
佐
々
木
 

立
倭
武
多
運
行
コ
ー
ス

延
長
に
伴
～っ
電
線
工
事

の
お
知
ら
せ
 

商
工
観
光
課
 
 
内
線
3
8
2
 

網
 

増
田
病
院
 

③
 

《工事区間》 
消
防
署
 

嬰
畜
失
」
 

寺
町
 

日市民
文化会館 

市役所 

消
防

本

部
か

ら

お

知
ら

せ
 

予
防
課
  
合
（3
5)2
0
1
9
 

内
線
  
2
2・

23
 

危
険

物
取

扱
者
保
安
講
習
 

立
伝
武
多
運
行
コ

ー
ス
延
長
に
伴
い
、
 

寺
町

5
柳
町
間
の
電
柱
等
の
移
転
工
事

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
工
事

が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
周
辺
付
近
の

住
民
の
方
や
道
路
を
利
用
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

◇
工
事
場
所
 

柳
町
3
1
1
5
寺
町
1
01
3
 

柳
町
2
1
2
5
寺
町
1
31
1
 

◇
工
事
期
間
 

5
月
中
旬
頃
5
7
月
中
旬
ま
で
 

危
険
物
取
扱
者
免
状
所
有
者
で
、
現
に

危
険
物
施
設
（
ガソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド等
）
 

に
従
事
し
て
い
る
方
が
3
年
に
1
回
受

講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
講
習
で
す
。
 

●

6
月
2
9日
困
 

・

給
油
取
扱
所
関
係
…
9
時
3
0分

ー
1
2
 

時
3
0分
 

・

一
般
取
扱所
関
係
…
1
4時

5
1
7時

◇
会
場
 
ォ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
受
付
期
間
 
6
月
1
日
困
ー
1
7日
団

※
受
講
申
請書
等
は
、
消
防
本
部
ま
た

は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

みて 統―標語 火は消した？いつも心にきい 

五所」~原市 4月の火災、救急、救助出動件数（単位件〕 

問合せノ五所it原地区消防事務組合消防本部 B35-2O19 （内線 25) 

火 救 	急 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成17年 7 18 168 684 5 17 
平成16年 2 13 162 654 2 12 
比 	較 5 5 6 30 3 5 

火災・救急ltj動概況 

一
緒
に
ピ
ン
ポ
ン
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

会
員
募

集
中
 

五
所
川
原
市
卓
球
愛
好
会
 

公
（3
5)8
2
9
2
 栄
利
 

卓
球

（
硬
式
・
ラー
ジ
ボ
ー
ル
）
の
 

初
心
者
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。
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乳幼児健診のお知らせ 
健康推進課 内線 224 

☆五所川原地区 
◆場 所：保健センター五所川原 
◆受付時間】12時 15分～ 12時 30分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容】小児科診察、歯科診察（1歳 6カ月児・3歳 

児）、身体計測、発達相談、離乳食試食（4 カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 平成 17年 1 月生まれ 6月 7 日（火） 

1歳6力月児健診 平成 15年 12月生まれ 6月28日（火） 

3歳児健診 平成 14年 2 月生まれ 6月 16日（木） 

※当日は、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

☆金木地区 
◆場 所：保健センター金木2階 
◆受付時間】12時 50分～ 13時 

(7・10 カ月児健診：13時～ 13時 10分） 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル等 
◆主な内容：小児科診察、身体計測、保健師による保 

健指導、離乳食教室（4 カ月児】健診終了後 14 時～) 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 
平成 17年 1月 27日～ 

平成 17年2月23日生 

6月23日（木） 7力月児健診 
平成 16年 10月 27日～ 

平成 16年 11月 23日生 

10力月児健診 
平成 16年7月27日～ 

平成 16年8月 23日生 

お願い 健診に来られなかった方は、ご連絡ください。 

病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることが

できます。 

《問い合わせ先》 
五所川原地区 健康推進課 公35- 2111（内線 223・224・225) 
金木地区 保健センター金木合53- 2111（内線 154・155・156) 
市浦地区 保健センター市浦 B27- 7733 
※詳細については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

日月1日は人権擁護委員＠日」でlす 
身近なことから人権を考えてみませんか 

市民課 内線 207 
06月1日困に各相談所を設置します。 

開設時間 10時～ 15時。 

・五所川原本庁舎・・ー北棟 5階第一会議室 

・金木総合支所・・・第三会議室 

・市浦総合支所…あすなろホール 

私たち一人ひとりが人権について考え、明るく豊

かな社会をつくりましょう。毎日の生活の中でお困り

のときは、各相談窓口またはお近くの人権擁護委員に

ご相談ください。相談は無料で、秘密を厳守します。 

人 権 	擁 	護 委 員 

原 芳 江 35-8590 芳 賀 久 子 53 一2063 

橋 本 真理子 35 -3014 伊丸岡 秀 昭 53 -3202 

太 啓 子 34-4274 中 西 てい子 53 -3222 器 

鶴 谷 禄 郎 35一2440 泉 谷 武 美 52 一2593 

浅 見 則 昭 35 -8121 奈 良 慶 悦 62 -2008 

原 田 信 英 36-2553 坂 井 精 62 一2441 

伊 藤 博 29-2333 桑 野 邦 夫 62 一2374 

坂 本 憲 昭 34一2293 

園芸相談のお知らせ 
農業センター B37-21 04 

5月中旬から8月下旬頃まで、家庭菜園など個人

的趣味による園芸に限り、園芸相談を行います。お

気軽にご相談ください。 

◇相談時間 9時～ 16時（閉庁日を除く）担当】荒関 
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乳幼児健診のお知らせ 
健康推進課 内線 224 

☆五所川原地区 
◆場 所：保健センター五所川原 
◆受付時間】12時 15分～ 12時 30分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容】小児科診察、歯科診察（1歳 6カ月児・3歳 

児）、身体計測、発達相談、離乳食試食（4 カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 平成 17年 1 月生まれ 6月 7 日（火） 

1歳6力月児健診 平成 15年 12月生まれ 6月28日（火） 

3歳児健診 平成 14年 2 月生まれ 6月 16日（木） 

※当日は、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

☆金木地区 
◆場 所：保健センター金木2階 
◆受付時間】12時 50分～ 13時 

(7・10 カ月児健診：13時～ 13時 10分） 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル等 
◆主な内容：小児科診察、身体計測、保健師による保 

健指導、離乳食教室（4 カ月児】健診終了後 14 時～) 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 
平成 17年 1月 27日～ 

平成 17年2月23日生 

6月23日（木） 7力月児健診 
平成 16年 10月 27日～ 

平成 16年 11月 23日生 

10力月児健診 
平成 16年7月27日～ 

平成 16年8月 23日生 

お願い 健診に来られなかった方は、ご連絡ください。 

病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることが

できます。 

《問い合わせ先》 
五所川原地区 健康推進課 公35- 2111（内線 223・224・225) 
金木地区 保健センター金木合53- 2111（内線 154・155・156) 
市浦地区 保健センター市浦 B27- 7733 
※詳細については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

日月1日は人権擁護委員＠日」でlす 
身近なことから人権を考えてみませんか 

市民課 内線 207 
06月1日困に各相談所を設置します。 

開設時間 10時～ 15時。 

・五所川原本庁舎・・ー北棟 5階第一会議室 

・金木総合支所・・・第三会議室 

・市浦総合支所…あすなろホール 

私たち一人ひとりが人権について考え、明るく豊

かな社会をつくりましょう。毎日の生活の中でお困り

のときは、各相談窓口またはお近くの人権擁護委員に

ご相談ください。相談は無料で、秘密を厳守します。 

人 権 	擁 	護 委 員 

原 芳 江 35-8590 芳 賀 久 子 53 一2063 

橋 本 真理子 35 -3014 伊丸岡 秀 昭 53 -3202 

太 啓 子 34-4274 中 西 てい子 53 -3222 器 

鶴 谷 禄 郎 35一2440 泉 谷 武 美 52 一2593 

浅 見 則 昭 35 -8121 奈 良 慶 悦 62 -2008 

原 田 信 英 36-2553 坂 井 精 62 一2441 

伊 藤 博 29-2333 桑 野 邦 夫 62 一2374 

坂 本 憲 昭 34一2293 

園芸相談のお知らせ 
農業センター B37-21 04 

5月中旬から8月下旬頃まで、家庭菜園など個人

的趣味による園芸に限り、園芸相談を行います。お

気軽にご相談ください。 

◇相談時間 9時～ 16時（閉庁日を除く）担当】荒関 
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市民総合健診のお知らせ 
（旧五所川原地区実施分） 	健康推進課 

市民総合健診を、次のとおり実施します。健康に自信のある方も、年に一度は自分の体をチェックし、自 

分の健康づくりに生かして生活習慣病の予防に役立てましょう。 

申込受付は5月 25日（水）から 31日（火）までです。「市民総合健診申込み用紙」は各世帯に送付され 

るか、保健協力員が届けます。 

⑨申し込み方法 

申込みの有無に関わらず、全ての方が「市民総合健診申込み用紙」に該当する番号を記入し、切りとってポ 

ストに投函するか、地区の保健協力員に持参くださるようお願いいたします。電話でのお申込は間違いのもと 

になりますのでご遠慮ください。 

健診申込みのあった方には健診日 2週間位前に健診日程、健診時の留意事項、健診場所等を通知いたします。 

健 診 種 類 内 	 容 対 象 者 
料 金 注1) 

受付時間 
国 保 社 保 

基 本 健 康 診 査
肝炎ウイルス検診注2) 

身体計測、血圧測定、検尿、心電図、血液検査、 
眼底検査、医師診察 

40 歳以上の
男性‘女性 

500円 500円 

7時 

l 
9時 

胃 が ん 検 診 バリウムで胃エックス線撮影（透視） 800円 1,200 円 

大 腸 が ん 検 診 スライドに便をぬるだけの手軽な便潜血反応検査 500円 500円 

肺がん・結核検診 
胸部のエックス線撮影 
必要により略疾検査 

600 円 600円 

子 宮 が ん 検 診 
隔年で頚部細胞診 

（必要により体部細胞診） 
20歳以上偶数
年齢の女性 

500 円 1,000 円 

7時 

I 
13時 乳がん・甲状腺検診 

① 60歳以上は隔年注3）でマンモグラフイのみ 
実施 

② 40 ---50 歳までは隔年注 3）で視触診とマン 
モグラフイ（医師の指示で必要者）の併用 
実施 

③ 30 ---39歳までは視触診とマンモグラフイ 
（医師の指示で必要者）の併用 
＊受診通知の際、個別に受診方法の詳細をお知 

らせします。 

30 歳以上の
女性 

500 円 500円 

・平成 17年 4月から市内医療機関でミニドック（基本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受ナた方、これから受け 

る予定の方は同じ種類の検診を受けることができません。 

注1）・70歳以上の方、生活保護世帯の方、非課税世帯の方は無料です。 

・対象者の年齢は、平成 18年 3月 31日の満年齢です。 

注2）肝炎ウィルス検診は、集団検診（市民総合健診）のみ実施します。対象は、節目年齢（40.. 45.. 50.. 55.. 60. 65.. 
70）の男性‘女性です。 

注3）今年度は、生年月日（和暦）で偶数年生まれの方が対象となります。 

＠健診日】6/29. 30. 7/ 1. 4. 11. 19. 20. 21. 22. 25. 8/8. 9. 10. 11. 29. 30. 31. 9/ 1. 2. 20 
21. 22. 29. 30. 10/3. 4. 5. 6. 7. 17. 18. 19. 20. 11/10. 11 

（住所別の健診日程は、広報6月1日号でお知らせします。） 

ロ健診場所にコミユニテイセンター中川、松島、梅沢、七和、飯詰、長橋、三好、毘沙門、栄、藻川消防センター、 

松島会館、中央公民館、市民体育館。 

※住所別に最寄の健診場所を通知しますのでご協力をお願いします。 

＠金木地区・市浦地区の健診日及び健診場所 

金木地区 健診日】8/12. 22. 23. 24. 25. 26. 29. 30 
健診場所】保健センター金木、川倉ふれあいセンター、喜良市コミユニティ消防センター、 

嘉瀬コミユニティ消防センター 

※金木地区実施分の詳細は広報7月1日号に掲載予定です。 

市浦地区 今年度の健診は終了しました。 

《問い合わせ先》 五所川原地区 健康推進課 公35. - 2111（内線223・224・225) 
金木地区 保健センター金木 合53 - 2111（内線154・155・156) 
市浦地区 保健センター市浦 合27 - 7733 
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ストに投函するか、地区の保健協力員に持参くださるようお願いいたします。電話でのお申込は間違いのもと 

になりますのでご遠慮ください。 

健診申込みのあった方には健診日 2 週間位前に健診日程、健診時の留意事項、健診場所等を通知いたします。 

健 診 種 類 内 	 容 対 象 者 
料 金 注1) 

受付時間 
国 保 社 保 

基 本 健 康 診 査
肝炎ウイルス検診注2) 眼底検査、医師診察 

身体計測、血圧測定、検尿、心電図、血液検査、 500 円 500 円 

7 時 

l 
9 時 

胃 が ん 検 診 バリウムで胃エックス線撮影（透視） 
40 歳以上の
男性‘女性 

800 円 1,200 円 

大 腸 が ん 検 診 スライドに便をぬるだけの手軽な便潜血反応検査 500 円 500 円 

肺がん・結核検診 
胸部のエックス線撮影 
必要により略疾検査 

600 円 600 円 

子 宮 が ん 検 診 
隔年で頚部細胞診 

（必要により体部細胞診） 
20 歳以上偶数
年齢の女性 

500 円 1,000 円 

7 時 

I 
13 時 乳がん・甲状腺検診 

① 60 歳以上は隔年注 3）でマンモグラフイのみ 

実施 
② 40 -50 歳までは隔年注 3）で視触診とマン 

モグラフイ（医師の指示で必要者）の併用 
実施 

③ 30 -39歳までは視触診とマンモグラフイ 
（医師の指示で必要者）の併用 

＊受診通知の際、個別に受診方法の詳細をお知 
らせします。 

30 歳以上の
女性 

500 円 500 円 

・平成 17 年 4 月から市内医療機関でミニドック（基本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受ナた方、これから受け 

る予定の方は同じ種類の検診を受けることができません。 

注1）・ 70 歳以上の方、生活保護世帯の方、非課税世帯の方は無料です。 

・対象者の年齢は、平成 18 年 3 月 31日の満年齢です。 

注2）肝炎ウィルス検診は、集団検診（市民総合健診）のみ実施します。対象は、節目年齢（40, 45. 50. 55. 60. 65. 
70）の男性・女性です。 

注3）今年度は、生年月日（和暦）で偶数年生まれの方が対象となります。 

O健診H : 6/29. 30. 7/ 1. 4. 11. 19. 20. 21. 22. 25. 8/8. 9. 10. 11. 29. 30. 31. 9/ 1. 2. 20. 
21. 22. 29. 30. 10/3. 4. 5. 6. 7. 17. 18. 19. 20. 11/10. 11 

（住所別の健診日程は、広報6月1日号でお知らせします。） 

⑨健診場所】コミユニテイセンター中川、松島、梅沢、七和、飯詰、長橋、三好、毘沙門、栄、藻川消防センター、 

松島会館、中央公民館、市民体育館。 

※住所別に最寄の健診場所を通知しますのでご協力をお願いします。 

○金木地区・市浦地区の健診日及び健診場所 

金木地区 健診日】8/12. 22. 23. 24. 25. 26. 29. 30 
健診場所 I 保健センター金木、川倉ふれあいセンター、喜良市コミユニティ消防センター、 

嘉瀬コミユニティ消防センター 

※金木地区実施分の詳細は広報7月1日号に掲載予定です。 

市浦地区 今年度の健診は終了しました。 

《問い合わせ先》 五所川原地区 健康推進課 公35 - 2111（内線223・224・225) 
金木地区 保健センター金木 合53 - 2111（内線154・155' 156) 
市浦地区 保健センター市浦 公27 - 7733 

これから受け 

11 平成 17年 5 月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 



Ii)l あなたも 
作ってみませんか 

テーマ】生活習慣病予防 

今日からはじめるおいしい減塩食① 

〔生わかめのかき玉汁 〕 

1人分 24kcal 	塩分 1.0 g 

■材料（4人分） 

生わかめ… 40g 
卵 	1個 

出し汁…3カップ 

声 
al酒 

（しょうゆ・・・小さじ 1/2 

■作り方 

①わかめはざく切り。 

②鍋に出し汁を煮立て、①と a を加える。 

③割りほぐした卵を流し入れ、かき玉汁にする。 

塩分は意識して薄味に 

塩分のとり過ぎは、高血圧や胃がんの発生と深く

かかわっているといわれます。素材本来の味に、う

ま味・香辛料・酸味などを生かして味覚の幅を広げ、 

食塩1日 10 g未満をめざしましょう。 

‘ ~ 

迷I 

歯科医師会北五支部会公衆衛生委員会 合34 一 2468 

●6月 5日（日） 10時 15分～ 15時 

エルムホール（ェルムの街Sc 2F) 
◇内容 ・無料歯科健診と歯磨き指導 

一虫歯予防図画ポスターコンクール 

入選作品展示（5月 31日～) 
・妊婦さん無料健康相談（助産師による） 

・母と子のよい歯のコンクール 

・歯ブラシプレゼント など 

断 室 ク
ゴ
 

』
『
。
 

康 の 健 

健 康 相 談 
【金木地区健康相談のお知らせ】 

血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健 

師が相談に応じます。 

開 	催 	場 	所 開催場所 開催時間 

更生研修センタ― 6月 7 日（火） 10: 00-11 : 00 

喜良市老人福祉センター 6月 9 日（木） 10: 00~ 11 :00 

嘉 瀬 公 民 館 6月16日（木） 10: 00- 11 :00 

＊健康手帳をお持ちの方はご持参ください 

‘ 	担当 保健センター金木B53-  2111（内線 154 155 156) 

母子相談日のお知らせ 
この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場にも 

ご利用できますので、気軽においでください。 

☆五所川原地区 母と子の相談日 

◆場所…保健センター五所川原 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

6月 1 日（水） 
6月15日（水） 

※ 15日午後は電話 
予約が必要です。 

10 
13 
:00 
:00 

~ 
~ 
12:00 
15:00 

・各月齢での成長、発 
達育児、遊び、栄 
養（離乳食等）相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 
6月 16日（木） 

※ 6月6日まで予 
約が必要です。 

10 :00 ~ 12:00 
・ことばが遅い、発音 

がききとりにくい、 
吃音（どもり）など 

献血のご案内（バス巡回） 

期 	日 時 間 場 	 所 

6月 2 日（木） 

9 :30~ 11 :30 五所川原警察署 

13 :00~ 15 :30 
東北電力株式会社
五所川原営業所 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

5月22日 口
］
 
 

安斎レデイスクリ二ック ッ谷 536 - 18 33 - 1103 

5月29日 口
ロ
 

木村内科医院 鶴躍丁目89-4 35 - 2815 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介容344999) でも紹介します。 

R え三」古紙配合率 100% 
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